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で
は
律
進
國
に
お
け
る
公
共
授
資
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る 

が
、
前
の
.論
文
と
.直
接
の
關
係
は
な
く
、
裏
需
要
の
原
理
的
色
彩
も
な
い
。

：
_

 

’

彼
が
律
進
國
と
し
て
擧
げ
て
い
る
の
は
、
ィ
タ
リ
ー
、
ポ
ル
ト

ガ

ル

、

ギ
リ 

シ
ャ
、
ト
ル
コ
の
地
中
海
沿
岸
諸
國
で
、
こ
の
四
國
の
一
人
當
り
國
民
所
得
は 

一
五
0
1/
ニ
〇
〇
ド
ル
で
西
歐
諸
國
の
鉍
の
程
度
で
あ
る
が
ァ
ジ
ァ.

ァ
フ
リ 

ヵ
諸
國
ょ
り
も
か
な
り
高
い
。
又
、

資
源
に
乏
し
く
ト
ル
コ
以
外
の
三
國 

は
人
口
壓
カ
'に
惱
ん
で
居
り
、
轍
出
用
向
農
業
に
對
す
る
依
存
度
が
大
き
い
。
 

最
後
の
點
を
除
い
て
は
こ
れ
等
の
事
情
は
：わ
が
國
の
事
情
と
共
通
の
も
の
が
少 

:な
く
な
い
。
投
資
基
金
が
少
な
く
、
.民
間
利
子
率
は
高
^1

1

投
資
の
約
半
分
が 

.政
府
の
直
接
の
.影
響
下
に
あ
る
。

.

.

:

:
第

.'

. I

表
投
資
配
分

(

百
分
比

)

.-
ギ
リ
シ
ャ

イ
タ
リ

ー

ポ

ルトガルトルコー

'こ
の
四
國
の
投
資
：の
®

は
第
一
表
の
.如
く
に
な
る
が
、
財
貨
生
產
へ
の
投 

資
は
總
投
資
の
半
分
以
下
-ecapital i
n
t
e
n
s
i
t
y

は
低
く
、
生
產
用
役
の

三
田
學
會
雜
截
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四
十
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八
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Investment 
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n
a
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c
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..
現
代
の
經
濟
理
論
に
お
け
る一

つ
の
重
要
な
0

は
投
資
變
動
法
則
.0
追
求 

.で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
經
濟
學
の
出
現
以
後
、
$

需
要
.の
原
理
の
發
展
と
し
て 

所
謂
加
速
度
の
原
理
が
唱
え
ら
れ
、
投
資
を
以
て
獨
立
投
資
と
誘
引
投
資
に
分 

.け
て
分
析
す
る
方
法
が
發
達
し
た
。
こ
れ
が
カ
レ
，ツ
キ
ー
、
ク
ラ
イ
ン
、
，ヒ
ッ 

ク.

ス
等
に
見
ら
れ
る
投
資
闽
數
論
爭
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
論
爭
は
誘
引
投
資 

の
函
數
形
を
導
出
し
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
獨
立
投
資
は
戰
略
的
‘に
定
め 

ら
れ
る
外
生
變
數
と
.̂
て
經
濟
理
論
の
捋
外
に
お
か
れ
て
き
.た
。
公
共
役
資
は
'
 

そ
の
大
部
分
i

立
投
資
と
し
て
の
i

を
帶
び
て
居
り
、
從
來
の
見
地
か
ら
.
 

は
そ
：の
理
論
的
説
明
は
困
難
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
ょ
ぅ
と
す
る 

ホ
リ
ス
V
B *

チ
エ
ネ
リー

の
論
文
は
こ
の
問
題
に
初
め
て
メ
ス
を
入
れ
た
も 

の
と
し
て
注
目
に
直
す
る
。
彼
は
先
に

o.v
e
r
c
a
p
a
c
i

ct-y a
n
d

 t
h
e

 

a
c
c
e
r

 

.e
r
a
t
i
o
n

^'i
n
c
i
p
l
?
( 昏

011011101:: 1:

-̂3,,

<̂311.,19520

:'. な
. る

論
文
.に

於

 

て
加
連
变
の
原
理
の
修
正
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
，
、

§

 

a
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n

o
f
 

I
n
v
e
s
t
m
e
n
t

 criteria. (
Q
u
a
r
t
e
r
l
y

 J
o
u
r
n
a
l

 of E
c
o
n
o
m
i
c
s
,

 Feb.,

.capital .intensity,

が
最
も
高
い
。
農
業
投
資
は
相
當
に
大
き
い
が
こ
の
種 

'

■:
.
:
:の
投
資
は
囘
轉
率
の
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
る
。
チ
ェ
ネ
リ
ー
は
こ
こ
で
^
 ̂

計
靈
が
合
理
的
で
あ
る
か
否
か
の
轉
定
基
準
と
し
て
資
本
の
社
會
的
限
界
生
產 

力
が
均
等
で
あ
る
か
否
か
を
擧
げ
る
。
先
進
國
で
は
自
由
競
爭
に
よ
.つ
て
か
か 

,
.る
13
殳
が
2

吣̂
，に
行
わ
れ
て
い
る
。
が
後
進
國
で
は
社
會
的
價
値
と
私
的
價 

.
■

,

値
と
の
間
に
乘
離
が
存
在
し
、
完
全
競
爭
に
よ
っ
て
上
記
の
目
的
を
達
成
す
る 

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
政
府
の
干
渉
に
よ
つ
て
こ
の
目
的
を
達
す
べ
き
で
，あ 

る
と
し
て
い
る
。

投
資
の
國
民
經
濟
的
效
果
は
數
個
の
視
角
か
ら
評
憤
さ
れ 

f

f
::
,
;
-
;
'.
:
-
. 

\
る
。
國
民
所
得
の
增
大
、
贸
易
收
支
、
所
得
の
分
配
等
の
見
地
か
ら
こ
の
帛
_ 

パ
.
.
.を
取
扱
ぅ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
.た
め
に
は「

厚
生
函
數」

⑴
を
と
.っ
て
考
え 

;通

:'
;

:
る
必
要
が
あ
る
。
但
し
記
號
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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へ

の

投
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效
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賀
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社
會
的
厚
生
函
数
の
指
標
. 
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(

1)

、

投
資
の
增
加
に
よ
る
0
の
增
加
は

_

•

き

…

：(

2

)

: ;

で
あ
る
。
所
與
の
所
得
分
布
の
下
で
订
を
國
民
所
得
單
位
で
測
り
.，

•

H

I 

丨
、

-
と
お
け
ば
⑵
は
撕
の
如
く
に
な
る
。
 

’

+
.l
^
p
i
u
3
B 

丄-
-

D
.
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(2)、■

單
純
化
の
た
め
Y

B以
外
の
要
素
を
捨
象
し
.て
考
え
、
J U
を
以
て
投
資
の
社
會 

的
限
界
生
產
力
と
名
付
げ
、
¥
と
5
と
の
間
の
限
界
代
替
率
を
r
で
表
わ
せ
ば
、

t
E4
s

^

#t{
F
M
#
=

」

u
=」

Y
.
+
r
J
B
:
:
:
:
.
.

co)

全
投
資
か
ら
生
ず
る
輸
入
と
轍
出
へ
の
效
果
を
考
慮
'(-
-入
れ
る
な
ら
ば
、
贸
晶 

收
支
が
均
衡
す
る
と
き
に
ば
m

o
と
な
る
が
'

i

國
で
は
_
般
に
入
超 

の
傾
向
が
強
い
の
で
'デ
は
芷
の
値
を
と
る
。
前
述
の
如
き
經
濟
屋
で
は
爲
替 

相
場
の
切
下
げ
又
は
直
接
統
制
.に
よ
っ
て
、
國
民
所
得
を
減
少
せ
し
め
ず
に
輸 

A
を
減
ら
す
餘
地
は
極
め
■て
少
な
く
、
國
民
所
得
の
增
大
と
と
も
に
少
く
と
も 

そ
れ
に
比
例
し
て
輸
入
も
增
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
短
期
'で
は
轍
出
品
に
對
す
る 

供
給
の
彈
カ
性
は
非
常
に
小
さ
い
か
ら
、r

=
0

と
な
る
よ
う
な
平
價
切
下
げ 

は
一
般
に
は
望
み
難
い
。
轍
入
.の
減
少
又
は
ft
出
の
附
加
の
た
め
に
は
、
何
れ 

.
■4
投
資
が
必
要
で
そ
の
必
要
の
程
度
は
?'
の
値
.に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

⑶
式
の
パ
は
企
業
の
年
當
り
利
潤
率
を
適
當
に
修
芷
す
れ
ば
よ
い
。
卽
ち
第 

1

•に
租
税
や
補
助
金
が
課
せ
ら
れ
る
前
の
生
產
費
を
把
捉
す
る
必
耍
が
あ
る
。
 

か
く
し
て
國
內
生
產
物
の
社
會
的
價
値
と
同
一
生
罾
㈱
を
輸
入
す
る
費
用
と
を 

等
し
く
お
い
て
計
畫
を
立
て
る
こ
と
が
，で
き
る
。

第
二
に
鐵
道
や
電
力
の
場 

.合
、
用
役
の
購
久
者
が
取
得
す
る
[1
値
と
そ
の
料
金
と
の
間
に
は
差
が
あ
る
か 

ら
こ
の
點
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
^

第
三
に
新
投
資
に
よ
つ
て
未
利
用
資
源
を 

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
き
に
は
、
.生
產
者
が
支
狒
う
地
代
又
は
賃
金
を
基 

準
と
し
て
ぞ
の
料
金
を
徵
收
す
る
.よ
り
も
、
そ
の
資
源
利
用
の
た
め
の
社
#
的

費
用
に
も
と
づ
い
て
料
金
を
決
定
す
ベ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
央
_

を
雇
用
し 

た
場
倉
の
社
會
的
費
用
と
は
そ
の
た
め
に
：生
じ
て
く
る
P

の
增
加
分
に
過
ぎ 

な
い
。
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丨書
評及
びで
紹介
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.

罾

を
P

す
る
に
當
つ
て
記
號
を
次
の
ょ
ぅ
に
定
め
る
。

.
M
M
P

.

.

•限
界
單
位
.の
投
資
か
ら
生

ず
る
國

民

所

得

の
年
平
均
增
加
分 

K

…

投
賛

x
:
i摩
物
の
.市
場
價
値
の
增
分

E
.
;
外
部
經
濟
に
と
つ
て
の

'生
産
物
の
價
値
の
增
分

：

M ,…

輸
入
原
料
の
費
用 

V

…

國
內
的
價
値
の
增
分
=

H

+

W

I

M

i

 

L

…

勞

働

費

用
.

.

.

:

Mr
f

…

國
產
原
料
費
, 

o

…

營

業

費

.

'

0

:

.

國
內
の
耍
因
費
用n

L

 +

 M
d

 +

 o

 

B

…

賀
易
差
額
に
對
す
る
全
效
果
=

 

&

1

+

W

2

 

'

B!…

贸
易
差
額
に
對
す
る
設
備
投
資
の
敫
果 

,

減
價
償
却
率
と
利
子
率
の
和
.

%
:質
易
差
領
に
對
す
る

0
”筲
3^
0
1
1
6
沌
<1
>泽 

か
く
し
て
、

■

V

 

C

 

.•
 B

r

w1
W

ユ 

K
：

(

a)

g

(
0
)

を
得
る
。
こ
の
式
に
ょ
つ
て
限
界
生
產
カ
を
支
酿
す
る
耍
因
は
、
㈠

授
資
一
單 

位
當
り
の
債
値
の
增
加
分
、
㈡

投
資
一
單
位
當
り
の
全
操
業
費
.

用
、.
㈢

投
資
一
 

單
觉
藭
り
の
質
量
額
の
打
步
、
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

, 

' 

三
八 

⑷
式
は
又
、
次
の
よ
う
に
書
き
改
め
ら
れ
る
。

V
I
C

§内

(

五
八<

〕

(a
)

は
資
本
の
囘
轉
率
、
⑷
は
社
會
的
價
値
と
費
用
の
差
額
率
で
あ
る
。
卽
ち
資 

本
の
囘
轉
率
が
低
下
し
て
も
®

値
率
が
高
ま
れ
ば
、
社
會
的
跟
界
生
產
力
は 

低
下
し
な
い
。
實
際
の
計
測
に
當
つ
て
はS

の

方

が
.

^

1

0

1

ょ
り
も
安 

定
的
な
値
を
と
る
の
で
⑷
式
ょ
り
も
.(5
)

式
を
用
い
る
方
が
便
利
で
あ
る
。

•
 
• 

V 

S 

.

.

第
一
一
表
で
は
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
投
資
の
社
會
的
生
產
力
が
と
り
上
げ
ら
れ 

第
二
表
ギ
リ
シ

ャ
の

投
資
に
お
け
る
社
會
的
限
界
生
產
カ

(

4)

式
の
a

は
〇
•

〇
五
と
お
き
營
業
費
は
捨
象
し
た
。)

る
。
こ
の
表
で
は
現
f

格
に
ょ
っ
て
i

が
行
わ
れ
.

て
い
る
が
、
理
論
上
は 

豫
想
價
格
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
表
を
作
成
し
た
と
き(

一
九
四
九
丨 

五
〇
年)

贸
易
收
支
は
著
し
い
缺
損
狀
態
に
あ
っ
た
の
で
、

デ
の
値
は
T

0

 

と
推
定
し
た
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
計
靈
期
間
に
お
け
る
眞
の
爲
_

場
の
憤
値 

は
現
在
の
爲
霜
場
の
/

價
値
の
仏
と
假
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
.

r

の
値 

が
〇
*

1

に
下
れ
ば
贸
易
收
支
に
對
す
る
效
果
も
異
な
り
、
全
體
の
結
論
も
異 

.

つ
，た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。
資
本
の
囘
轉
率
と
資
本
の
社
會
的
限
界
生
産
力 

と
の
關
係
は
稀
薄
で
價
値
差
額
^

は
殆
ん
ど
一
定
で
あ
る
。
こ
み
結
果
を
見
る 

と
一
般
に
わ
れ
て
い
る
樣
に
資
本
の
囘
轉
率
を
高
め
る
こ
と
に
は
、
大
し
た 

價
値
が
な
い
。
第
一
に
¥

か
.

か
な
り
高
い
プ
.

ラ
ス
•の
値
を
と
る
產
業
で
は
貿
易 

收
茭
に
對
す
る
i

w

は
、
主
と
し
て
農
業
と
國
內
產
の
原
料
を
使
用
す
る
工
業 

と
を
通
じ
て
現
わ
れ
て
く
る
か
ら
、
'

か
か
る
產
業
で
は
資
本
の
囘
|«
率
が
低
い 

と
.

1
K

ぅ
現
象
が
屢
々
現
わ
れ
て
く
る
。
今
後
開
發
さ
る
べ
き
資
源
は
水
力
、
.

改」 

良
可
能
な
土
地
、
化
學
工
業
の
恶
礎
原
料
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
產
業
で
は 

.

大
規
模
な
投
資
と
進
步
し
た
技
術
と
の
た
め
に
、
.そ
の
發
展
が
緩
慢
化
し
債
値 

と
費
用
の
差
は
相
當
に
大
き
い
。
し
か
も
資
本
の
囘
轉
率
が
低
い
の
で
、
⑷
式

■ 

.

の
⑷
項
と
㈨

項
の
聞
に
は
負
の
相
關
關
係
が
瑰
わ
れ
、
資
本
の
社
會
的
限
界
生 

.

產
力
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
第
三
に
薦
の
强
度
の
高
い
產
業
で
は
、
重
金 

馬
工
業
.

で
は
、
_

入
原
料
が
高
潰
だ
っ
た
り
、
小
規
模
生
產
の
た
め
に
利
益
は 

相
殺
さ
れ
.

て
い
る
。
第
四
に
輸
入
商
品
の
利
潤
率
に
格
差
が
あ
る
た
め
、
社
會 

■

的
價
値
と
費
用
の
差
に
^

!

造
的
格
差
が
生
れ
て
く
る
。

こ
れ
等
の
考
察
に
ょ
つ
て
⑶
式
の
中
の
ー
ー
ー
耍
素
の
相
互
依
存
關
係
が
明
ら
か 

に
な
る
。.
凡
て
.

の
產
業
部£

を

1

括

し

て

考

え

れ

ば

未
！
： E
E

資

源

の

：
活

用

、

，
_

_

入
節
約
と
轍
場
大
の
可
能
性
は
、.，
資
本
の
囘
轉
率
の
低
'い
產
辇
の
中
で
起
る

巒

評

及

び

軺

介

が
ら
、
資
本
の
囘
轉
率
と
社
會
的
限
界
生
產
力
と
の
間
に
は
負
の
相
關
が
現
わ 

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

.

贸
易
差
額
に
つ
い
て
は
次
の
問
題
が
起
る
。
第
一
に
は
投
資
が
貿
易
收
支
に 

對
し
て
負
の
效
果
を
持
た
な
い
と
保
證
で
き
る
か
否
か
で
あ
り
、
第
二
に
は
貿 

易
收
支
を
決
定
す
る
要
因
が
投
資
の
優
先
性
を
決
定
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
地 

中
海
諸
國
で
は
半
分
以
上
の
投
資
が
貿
易
差
額
の
上
に
ブ
ラ
ス
の
效
果
を
興
え 

て
い
る
か
ら
第

I

の
调
題
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
分
析
す
る
に
當 

つ
て
は
、
投
資
期
間
中
に
お
け
る
氏
へ
の
效
果(

こ
れ
は
常
に
マ
ィ
ナ
ス
で
あ 

る)

と
b

p

o

(̂f
l

^

y
oq
ff
i

pf
e

®

浮

B2
と
を
區
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
考 

察
す
べ
き
要
因
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

投
資
效
果
B

I

"

㈠

海
外
か
ら
の
機
械
設
備
の
購
入
.

.

㈡

所
得
と
轍
入
と
に
對
す
る
投
資
の
乘
數
效
果 

直
接
的
作
用
效
果
，B2 

S
：

輸
出
を
增
大
さ
せ
る
か
、
文
は
輸
入
品
の
代
®

と
な
る
財
の
生
產
高 

㈣

所
興
の
財
を
生
產
す
る
た
め
の
輸
入
額 

㈤

X

の
代
f

と
な
る
財
の
生
產
に
必
要
な
輸
入
額
の
減
少 

間
接
的
作
用
效
果
~

へ
の
ィ
ン
フ
レ
的
金
融
の
乘
數
效
果：

.

㈦

輸

出

餘

剩

の

變

化

の

齡

數

效

果
:

第
三
項
は
常
に
正
で
あ
り
、
第

1

、
第
二
、
第
四
、
第
六
項
は
常
に
負
で
あ 

る
。.
第
五
、
第
七
項
は
正
に
も
負
に
も
な
り
得
る
。
ボ
ラ
ッ
ク
は
、
作
用
效
果 

の
正
.

、
零
、.
負
に
從
つ
で
投
資
を
第
一
種
.(

輸
出
品
と
、
輸
入
品
の
代
替
物)

、

.

第一. 1

種

(

現

：在

爾

費

さ
.れ
.る
財
0
辅

塡)

、
第

三.種(

實

質
.所
得

の%
加

に

從

：
つ
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三
田
學
會
雜
訪
第
四
十
九
卷
第
八
號

/

din

巧

3

^

i

s

i

y

u
§
S

M

3

~

•
i 4
r 
1
 

h „ 
0
i
.
\
、
- 

“

5

「

ミ

\

n1 

y

、.<
: 

X
t
3
2
j

て
販
賣
さ
れ
る
國
内
商
品)

に
分
け
た
。
し
か
し
ャ
：の
分
類
を
實
際
に
^
|
^
す 

る
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
り
、
多
く
の
財
が
ニ
つ
以
上
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い 

る
。
そ
こ
で
こ
の
困
難
を
囘
避
す
る
た
め
次
の
方
法
を
と
る
。

投
資
效
果 
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入
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必
要
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の
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限

界
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效
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輸
出
又
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入
の
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少
を
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前
に
消
費
さ
れ
だ
財
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辅
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に
用
ぃ
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る
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割
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:
c
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國
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大

さ

せ
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生

產
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割

合
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.
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新
生
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方
程
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次
の
よ
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開
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れ
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。

w !
w
.
=
+
^
i

(

l

l

w

、J
0
 

|
§
著

(
1
)
(
2
)

 

(3) 

• 

£
 
.

-+ 
g
A
き

 p

 
厂

窆

 p

 
ソ—

m
z
.
K
l
—
m
p

'}〕

.

.

.

.

.

( 10)

:.(5) 

(6)

u
"
p

—

m
5
=
=
l
-

w
+
s

 

w
+
s

 

.

■

.

こ
の
式
.

に
ょ
り
第
三
種
の
投
資
效
果
を
測
定
で
き
る
。
第
三
種
の
投
資
は
從 

で
あ
り
、
單

純

化

し

て

c
=
=
l
,

<ft
=
5
r

 =

 0

の
場
合
を
考
え
る
。

第
三
種
の 

投
資
に
ょ
っ
て
イ
ン
フ
レ
效
果
が
起
ら
な
け
れ
ば
、
脚
式
は
、

WIW

S5

W
+

r~\
I

I
v_/
x_y

I
W|xj
せ

w
+
s

g

と
な
る
。
ヵ
ー
ン
は
こ
の
場
合
轍
入
性
向
が
零
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ 

の
主
張
は
(1
1

)

式
の
最
後
の
項
が
零
に
な
る
と
沄
ぅ
に
等
し
い
。
そ
の
た
め
に
.は 

S

か
I

が
零
に
な
る
必
耍
が
あ
る
が
、
S

が
零
だ
と
す
れ
ば
ィ
ン
フ
レ
效
果
を 

伴
わ
な
い
生
產
の
純
增
は
茶
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
明
ら
か
に
(1
1

)

式
を
導
い
た 

前
提
と
矛
盾
す
る
。
從
つ
て
力

ー
シ
の
主
張
が
成
立
す
る
の
は

轍
入
原
料
を
必 

要
と
し
な
い
場
合
だ
け
で
あ
る
。

、

か
く
し
て
チ
ェ
ネ
リ
ー
は
(1
0

)

式
に
次
の
値
を
當
嵌
め
、

§

5=
.

=

=

0

w
cn
, 

m

H

O

M
cn
,

CO
H

 

p
co
cn
, 

2
t
=
1
,
6
6
,
.

 

§
"

0

.01
8

3
 

且
つ
，
_

"

1

0

,

 

/

H

o

,
 

6

=

0

,

 

a

H

p

l

o

と
假
定
し
、

^

 =

 —
0035l

0027l
0.583c

m
p
+
0.583(wpr§

J,) 

•
:
:

.(12)

3

S 

浥

.

を
導
く
。

I

は
略
々
〇
•

一
で
あ
.

る
か
ら
、
第
三
種
の
投
資
效
果
は
◦
ニ

八
と 

な
る
。
.

投
資
の
大
部
分
が
建
設
に
向
け
ら
れ
る
と
き
に
は
⑴
⑷
は
撤
少
な
値
と 

な
り
、
こ
れ
等
の
投
資
が
瑰
存
生
產
物
の
代
替
品
.を
生
み
出
す
程
度
に
ょ
っ
て 

(5
)

が
正
と
.

な
り
、
.

贸
易
收
支
に
及
ぼ
す
全
效
果
が
零
に
な
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
 

し
か
し
第
三
種
の
投
資
の
總
額
は
第
一
.

種
の
投
資
の
プ
ラ
ス
.の
敷
果
に
ょ
つ
て 

制
約
を
受
け
る
。
第
ー
種
の
投
資
に
對
し
3

耳
は
〇
.

四
〇
と
な
り
、
第
一
種 

の
投
資
は
少
く
と
も
第
三
種
の
投
資
の
.

三

分

の

一

以

上

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

'
.
と 

と
に
な
る
。
こ
の
ょ
ぅ
.に
し
て
罾
畠
收
支
に
關
す
る
結
論
は
資
本
の
囘
轉
率
に 

關
す
る
結
論
と
類
似
の
も
の
と
な
る
。
.

(

ギ
リ
シ
ャ
の
場
合
に
は
'貿
易
收
支
へ 

の
效
果
と
社
#-

的
限
界
生
產
力
と
の
間
に
高
い
相
關
が
あ
る
。)

か
く
し
て
チ
エ 

ネ
リー

は
第
一
一
表
に
掲
げ
た
ギ
リ
シ
ャ
の

投
胄
r h

ff
i

を
、
そ
の

社
會
的
限
界
生 

.

產
力
の
不
均
等
：の
故
に
不
合
理
だ
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
•

，
チ
モ
ネ
？V
I

の
推
論
は
大
體
右
の
如
く
で
あ
る
が
'
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
地 

i

沿
岸
諸
國
の
事
情
は
わ
が
：國
に
類
似
し
て
い
る
點
、が
少
な
く
な
く
こ
の
點

 

わ
が
國
の
授
資
針
畫
.

の
分
析
に
も
參
考
と
な
る
點
が
少
な
く
な
い
。
殊
に
後
進 

國
に
對
し
機
械
的
に
1

需
要
の
原
理
を
嵌
め
な
か
っ
た
勳
等
は
：ヶ
ィV

ジ
ァ 

ソ
に
^

っ

，
て

大

い

に

反

省

の

^

1

を
與
え
.

る
で
あ
ろ
ぅ
。
，
し
か
'し
合
理
的
投
資 

計
蠻
.

の
悪
_

1

し

ー

て

社

會

的

限

界

生

產

カ

！

*

の

法

則

を

用

い

：
た

ご

と

.
疫

は

大
い
に
問
題
が
あ
る
。
こ
の
法
則
は
元
來
ー
企
業
內
部
の
@

で
あ
り
、
こ
れ
を 

社
會
的
に
適
用
す
る
と
ピ
グ
ゥ
の「

厚
生
經
濟
學i

の
如
く
靜
態
的
の
も
の
と 

な
る
危
險
が
_

あ
る
。
.

こ
の
點
に
つ
い
て
は
何
の
說
明
も
與
え
ら
れ
て
い
な
い
。
 

第

一

一

に

彼

の

.「

社
會
的
限
界
生
產
力」

は
、
單
に
生
產
物
を
現
行
の
債
格
で
評 

價
す
る
代
り
に
生
產
費
で
評
償
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
わ
が
國
で
も
基
礎
i

に 

銷
す
る
投
資
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
ゥ
ィ
ー
ン
學
派
の 

よ
う
に
迂
囘
生
產
の：

見
地
か
ら
生
產
物
の
囘
轉
率
を
考
慮
じ
て
の
評
價
を
求
め 

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第

m

に
資
本
の
收
益
®
^
が
與
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
假 

に
第
一1

表
の
投
資
計
靈
が
不
合
理
で
，あ
る
と
の
消
極
的
論
證
は
で
き
て
も
、
こ 

れ
を
限
界
生
產
カ
均
等
に
な
る
よ
う
に
組
替
え
る
に
は
ど
の
よ
う
な
割
合
で
各 

部
門
へ
の
配
分
を
行
う
べ
き
か
と1

K

う
積
極
的
基
準
は
興
え
ら
れ
な
い
。
第

I

一
 

表
の
ギ
リ
シ
ャ
の
數
字
で
は
各
部
門
の
投
資
金
額
を
ゥ
エ
イ
ト
と

し
て
限
#
を 

產
カ
の
平
均
.

を
求
め
る
と
0

,

五
〇
.

と
な
る
'

が
、
こ
の
〇
.

五
〇
に
す
る
た
め
に
. 

は
商
炭
鑛
業
の
〇
•

八
〇
等
は
投
資
を
擴
大
し
、，
ソ
ー
ダ
エ
_
罾
は
減
少
せ
し 

む
べ
き
だ
と
云
う
だ
け
で
そ
の
金
額
に
つ
い
て
は
何
も
云
え
な
い
。
こ
の
三
點 

が
殘
さ
れ
た
@

點
で
あ
り
、
チ
二
ネ
リ
ー
の
試
論
を
更
に
發
展
せ
し
め
る
た 

め
に
解
決
を
要
す
べ
き
點
で
あ
る
。
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